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資 廂

ACOS のファイル（最終回）

研 究 開 発 部 多 喜 正 城

IV. 蛇足＊）

1. TSS-FORTRANサプンステムの RUNコマンド

2. CARDIN サプシステムの問答形式の一例 ＊＊） 

3. SCANサプシステムの問答形式の一例 * *) 

4. FD UMPサプシステムの一例 * *) 

5. バッチ系より TSSで実行する H*を作る。

付録 l ユーザ機能とデークの流れ

2 FILSYS ディレクティプと利用者ディレクティプ

3 用語集

過去 3回匹わたり， ACOSのファイル匹ついて浅く，色々述ぺて来ましたか今回でいよ

最終回を向え，特匠この小冊子では TSSを中心匠述ぺましたので，その方面の蛇足をつけ

加えました。まず， FORTRANサプンステムの実行匠関わる RUNコマントについてまと

めを，次た会話型リモートバッチであるCARDINサプシステムの問答形式の一例，それに

伴ないファイルの有効利用と無駄な出力を避る為，一部分の出力結果を見ることたより，大

体の結果を予測したりする為の手段としての SCANサプシステム，また，いずれの処理形

態で作成されたファイルであっても，それを端未より検査，保守を行なう為の FDUMPサ

プンステムの使用方法，最後匠バッチ系より TSSで実行する H*の作成方法を述ぺていま

す。尚， ACOSI})ファイル匠ついては，もっと深く複雑でありますが，一応使うた事欠か

ない程度に述べたつもりでありますが，今後とも勉強を重ね，またの機会に譲りたいと思い

ます。

＊） 前回のAC0S(J)ファイル（その 3)で4-1. デークの登録 2. カードで T.s.s用

にセンクーから登録するの項で $PRMFL OT, ……は $PRMFL FT, -、J

... ・・・(/)誤りでした。

＊＊）詳しくは「リモート処理管理クイムツェアリング会話型リモートバッチ説明書」参照
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1. T.S,S, - FORT RANサブシステムのRUNコマンド

FORTRAN プログラムをコンパイルから実行まで行わせるのにRUNコマンドを用

い、次の形をしている。

RUN 

RUNH} ―tt t~f, ~f h ; k (opt) u I i b和 e

説明） RUNH …••• 端末に日付，時刻を先頭の行に表示する。

- t t t…… 実行のために許されるぺき CPU一時間

f s . ….. rソース・プログラムファイル

コムプレストデックファイル I修飾

オプジェクトプログラム・ファイル (C*)I ファイル名

実行形式プログラム・ファイル (H*) 

省略すれば， カレントファイルの内容がコンパイルされる。

また， ファイルが複数の場合~\ ; IIで区切る。

=f h ・・・・・・ コンパラより致命的ェラーがなければ， TSSローダが作り出した

実行形式プログラム・ファイル (H*)が登録される直接編成ファ

イルの修飾ファイル名，この指定したファイル名がファイル・システ

ムに存在しない時， 36Lリンクの直接緬成ファイルがクイック・アク

セス・ファイルとして fhの名で登録される（単ーファイルのみ指

定）。省略すれば，テンボラリィファイル上た作成されメモリーへ

ロードの後， リリースされ実行に入る。

=; f C …… コンパイラ結果 (C*)を入れる順編成ファイルの修飾ファイル名

指定したファイル名がファイル・システムに存在しないとき，

3-20Lリンクの大きさでクイック・アクセス・ファイルとして

fcの名で登録される（単ーファイルのみ指定）省略すれば 48 L 

リンクのテンポラリィファイルが作成され AFTに登録される。

=(opt)・・・・・ 1) プログラムた対する指示（省略時，下線部が標準）

J I S BCD}オプジェクトプログラムの形式
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FORM 

NFORM 

LNO 
ソース• イメージ形式

NLNO 

OPTZ )プログラムの最適化

NOPTZ 

2) ローダに対する指示（省略時，下線部が標準）

GO 

NOGO 

コンバイルと実行

コンパイルのみを行う

UL IB }利用者ライプラリィから探す，

NOLIB 各ファイルを¥¥; "で区切り 9個まで指定可能

CORE= mm  …… mmは標準のクイムシェアリングロ

ーダのコアサイズ (22KW)紀加えられるコア

の大きさを指定する。

=(ULIB)ulib …••• 利用者ライプラリイの入っている直接編成ファイルのフ

ァイル名（．ンステム・サプ）レーチン・ライプラリィより

前に探す）

=If= f e・・・・・。 実行中に必要となるファイルの修飾ファイル名，複数個

必要な場合¥¥; IIで区切る。

2. CARDIN サプシステムの問答形式の一例

（例中，下線部が端末よりの入力）

AC口＄一6T:S芯 (R3.2::, 口t・i 0'3/2ら・'77 AT 15.'385 CHAt・it・iEL 04 05 

U:S:EF: ID -
PA:S::S:1.,1口F'D--
日R目E閲召MliJHl,I累R
:S:YS:TEM ?CAF:D 口 CAF:AND

F:EAD'r' 
+ L I ・マ・r ....... :-:'・.... 

0010$:._I口B: $. 

0020$:F口F:TF:A「・1:t・1F口F:M
0030$: :S:ELECTA: F:At・m 

0040$:GO 
0050::17, 7, 0, 34, 1000 

i」0ら0$:Et-ffは口E

l
_

＿

＿

＿

＿

＿

-

SYSTEM撰択レベルで， CARDINサプシ

ステムを呼び出す。 （すでにファイルに登録

してある CARANDという名のファイルを呼

ぶ）

CARANOの内容（バッチ入力の為

のJCL)$:SELECTA:RAND 

のRANDはT.s.sにより作られた

プログラムを引いて来る。
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CARDINサプシステムで行った JOBの結
果等をセンクーのラインプリンクーに出力させ
SYCOUTファイルより消す。
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1ら： 07: 06 DI:~: ー CP

＄
 

SELECTA 制御文について

r.s.s. で作成されたファイルは＄ SELECTA制御文たよりパーマネントファイ

ルより引いてきて入カファイルとすることができる。形式は次のとおり

ー

＄

8 

SELECTA 

16 

fildescr 

f ildescr 修飾ファイル名のみでコメントの記入をしてはいない。

＄
 

SELECT繹」御文自身は CARDIN v'Lよって入カストリームより取り除かれて

バッチにはわたされない。 CARDIN はカレントファイル上でこのカードを見つける

と， カレントファイルからの入力をや 'descr(J)ファイルの処理をはじめ， f i -

ldescrのファイル上に EOFを見つけると，前のカレントファイルた戻る。又｀

fildescrで指定されるファイル上の＄ ENDJOB制御文はとり除かれる。

ネスト使用($ SELECTAVCよって指定ファイルの中でさらvc$ SELECTAを

使うこと）は 10レベルまで。

fi ldescrのファイルは T.S.S. で作成されたファイルでなければならない。
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o RUN, PRINTコマンド問答形式一覧

コマンド形式
RUN 〔filedescr〕 注(4)

PR I NT (f i l e des r iC i , j) 1; f i 1 e des c rs(i , j) 2; ……••• 
コマンド／
サプンステム

RUN 

PRINT 

質 問 応 ク仁 説 明

ASIS (A) ファイル上の形式のまま編集しない。

STRIP (S) ライン番号除去

CARD MOVE (M) ライン番号を 73-80桁妬移す。

FORMOT NOYEおよび標準クプセット

NORM 注(1) (N) 
(: , 8 , 16 , 32 , 73) 

WAIT (W) 
ジョプ終了メッセージ待ち合わせ，

終了後ピルドモード

TALK (T) 
投入ジョプとのダイレクトアクセス

DISPOSITION 接続

(PRINTの場 URGD (XX) (U) アージェン‘ンーをxxにする

合はなし）
JOUT (J) 

JOUTサプンステム使用のためフ

注(2) ァイルセープ

出カファイルを端末識別名xxの端
ROUT (R) 

末に向ける

CARD FORMAT応答は必須

キャリッジリクン
DISPOSITION無指定は，

ジョプ投入後，即時にピルドモード

に戻る

tl'S11, S12';・・S1S1 クプ文字 (t)およびクプ位醤 (s)

TAB CHARACTERS ; tm, sm1, sm2・・・ をセットする 注 (3)

AND SEITI.NGS? smnm 
(NORMのときは

なし） NORM (N) ; , 8 , 16 , 32 , 73 Vi: セット

キャリッジリクン クプ不用

注(1) NORM (クプ文字， カード終了記号）という形式により，標準クプセ

ットたおけるクプ文字の変更，およびカード終了記号の使用たより，一

行を複数枚のカード匠分割することができる。

(2) CARD FORMAT応答の後に DISPOSITION応答をすること。

DISPOSITIONは組み合わせ指定可，また， CARD FORMAT 

応答を含めて，キーワードはカンマで区切って入力する。

(3) クプ文字は最大 7個，クプ位置は合計 35個まで指定可。

(4) 処理終了後は CARDIN ピルドモードに戻る。

カレントファイルを扱う場合は， コマンドのアーギュメントは指定しな

い。
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o JOU  Tサブシステム問答形式一覧

コマンド形式 i J OUT snumb 

コマンド／
サプシステム

JOUT 

質 問 応 答 説 明

SNUMB'? snumb 処理すぺきジョプの SNUMB

注(1) キャリッジリクン 元のレベル匠戻る

ACTIVITY n 処理すぺきアクティピディ nを指定

DIRECT{晶｝ 端末識別名 idのリモートプリンク

またはセンク (ONL) に出力

EPRINT{$$} 
レポートコード re ($ $は J*フ

工 ァイルを指定）出力

LIST 
現在のアクティピティ匠関係するレ

FUNCTION? ポートコードを出力

注 (2)
PRINT{$$} 

EPRINTと類ホ，連続するプラン

re クはつめる。

後でまた使用するため，出力をその

HOLD まま、ンステム上 (SYSOUTファイ

ル上）へ残しておく

RELEASE 出力をシステムから消す

SCAN re 注(3) レポートコード reをスキャンする

キャリッジリクン

注(1) JOUT snumb と入力した場合匠は， SNUMB? という質問はさ

れない。

(2) 1つの処理が終了すること VC, FUNCTION? レベルに戻るので，

繰り返し処理ができる。

(3) SC ANを入力すると， SCANサプ・ンステムとほぽ同一の機能が使用

できる。この場合， FORM?から質問がはじまる。なお， BATCH.

REM.BYE は使用不可。

また， FORM?VC対して DUMP(コアダンプ）形式が指定できる。

DONEVC対しては FUNCTION?いペル妬戻る。
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FUNCTION'i'~lCAN. ?4 

FOl~M'?FOl'iT 
••—"""一"""""""""●"" "' 

000 I翌冗宦百百＄

⑪:［ 戸 ◎

'r'F'I'~TNT .. ,., . .,,,;,: . ., .. ,,,_ 

非000:1.

'i'SPACI臼?
~':"':":""""""',,,, .. ,.,. 

?l-'1・,.I.NT 

リボートコード74の内容を SCANする

FORTRANコンバイルリストについて行
う。コンバイルエラーの数が最祖d切される
エラーなし

◎ キー入力により連続する複数個の空白もそ
のまま出力する
現在のポインクの行をプリントする。

:::; 

?C,PA('、F,.> -~ ー•一....:! .. :・.: ..... : ；，． 

!'Pl丸INT :1.0 

7行ポインクーを進める。

現在のボインクーの行をプリントする

x:1.,::,x~1,;:::: 忍）**10・:I. 

000000も-;o llOOOf.l 

2行ポインターを進める。

現在の行より 10行分プリントする。
●

,

8

9

0

1

f

.

i

な

3

4

1

1

4

1

1

 

DO :I. .. .J::::1.vN 
()()()()()()70 

X :I. ::::J<:*X :I. H: :I. 
0000()()[:l() 

F~(J) ::, 沿 MOD<Xl,M:I.)

()()()()()()',() 

11,00 :I. 0 

:!I:()() :I. :I. 

: 11,00:1.2 

X:I. ,,,,,:~(J) 
()()()()() :I. 00 

じONTINUI翌
()()()()() :I. J. 0 ,11,00 .I. 4 

WFIITI王（ぶ,I... I i:;T) (Fi< ,.J) , ... J"" :I. ぃN)

00000 :I. 20 ,11,or;, :i.:、'5

f.,TOP" END OF Dr~T,6i" 
00000 :I. ~'SO 

,11,0 0 :I.:,; 

l笠ND
()(.)()()() :I. 40 

,11,(iO:l.6 

11,00:1.7 

,11,00 :I. B 

: 11,00:1. 9 

'!'◎ 
FORM'!'◎ 

1つ前1J)レペルに質問を戻す

1つ前のレペルに質問を戻す

ここで同じACTIVITY

して見ると次の様匠なる。

1のリボートコード 74を JOUTサプシステムによりプリント

FUNCTIDN"!'l-"'F:Ii'll ?4 JOUTサプシステムによるプリントコマンド

3 4 7 3 T O l 0 '1' ・<1 ~ を•••• ・グ'7 :1. / ., lf :I. 、:¥ L. 1~ B I団I... ' ' ' 令 々 , F' A G I笠 ： I. 
Acoi:, .... も 1況：5.; 翌 1ごOi'(i●·:·,i~N (1l,、,... (1:J. .... .77) up・ 「ION/3t ND UMP r NX!'~I臼 iご, NCUMXW, ND! 円Cl{,NL.I翌TOl..lr

l..STIN, NIii笠BUGrNOM岱P,NFOI丸MYNL.NO 9 ... ns  Y NOPT: 芯
: I. p令Fi令ME'TI翌!', Iこ：'.i.()()() ()()()()()():I.() 

岱 DIMEN'.'>I DN Fi (I) 000000唸（）

3 I令I笠AD(l':,,LJST) X,i';,1¥J.,r1,N 00000030 

4 M:i."1忍＊＊ヤi()()()()()040 

屈 X:J.1111X;J<;11.,:: ●'-*水I'(+:I. 000000'・',.-;, 

もしJF,ITI笠(6,1...:i:1:,T) M:I. Y ,, ()()(,c〉(.),)ふ（）

? no :1. ..J1111 :1. r N ooooo<r7o 

B X :i. ""i¥*X :I. +I'(:I. OOOOOOB(i 

9 I丸(..J)ぷ t.1MOD(X :I., M .I.) C•OOOO(J90 
: 1. O X :J.11111:¥i J) 00000 :1. (Hi 

1. :I. l じONTJNUI匹 (h)<)•)C• :L :i. 0 

: 1.2 J,JPITE<fi, ・1...U:n),_i:;:c: ,i; ,.J-,,'i.,・Nl 00000:1. 岱0

1. 3 STOP" EN]) 01:: DAT介., 0()(,()0130 

: 1.4 [ND 00000:1.40 
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THEF1E WI匹F1E NO DIAGNrn:lTIC/:, i.N 沿f,;:UVC CCJrjF'::.(.:,'fION 
翌"JI¥ w rn=rn i;; w 1:=:i:i i:=: t」!:lFD FD! 尺 TH:rn i:; 「）1'1PI: .. /. さ,r「DN

END OF'74 

FUNCTI DN'!'rさ1C"1・・・「 （）盆）
・--・ 一", """""" 

FUNCTION?",Ct,N ()も・ニー
FOl~M'!'Ufll翌 l灼

じ DDI翌'!'~― 
l:::DII呼＠
'!'F'I', J:NT 

: 1.71ソ,;:、1:lぷヅ：I.B-'l 

?• 翌f'{l「'F'i':>n.'.,., ... _. ・・:,),!. 

'i'F'f-(T i'1T 
-. ., . .,,:,,,'. ・，

.!. 29 :!I:()()() :I. 

ACTIVITY2に進める。

リボートコート'06をSCANをする。

ユーザ作成出力

コード指定せず

(). :I. む？＇（ダ}.も:I.'/j紅+:1:1. 0,:1.!'.'i もlAil/•.li'i笠 +:IO O, I! 万：.ぎももl.'.'i児i4!笠+l :I O ,. , 合．分004四ざl31笠+:i.D ()' 

9が4茫i翌i忽：.:!.91『+:10 ()々 /32:1.fl/H!町L+J.() 0 :々 I. ふをl()<;>:・翌'?41『+l :I. 0 ,. :・:¥/4H33 :i 均1':・l:! () :!I:() J'...':I 
、,'<:,1::·,,~C'F .,,. .... ， 
'i'I 
.、::'.....・'::: 
.. ·!·,•NI 

., 一,,_,● "-一"""'
0, .1.404:J l.'.:i41笠・l書・:1.:1. (),/4忍翌'.':i4:i.BI笠+:1.0 (),:I. 忍ぷ：I. !:iO?OI月・+II し）ゃ：i焚4:_吝H9?分1::.、.i : ()' 

6fl't40せi':Yだii翌+:i.() ()':1.:、Hr",(,翌>'.'i()!図・ャ：1.,. O {• :!.ll()!"i/9'. 名：I I匹,!,:il () •. 9'. 庁iHMl():'.'も1勺・i…10 :1f:(.>J. 唸ぷ
, !'PF~IN. 「令I...L. 現在のボインクーの行より残りすべてをプリントする。

（）令 l404 :i. :I.'.':.il!I五+lJ (),7・ベ1翌；:'.'.".i4:I、UE+:I.O O,l 翌ふ•.!ぎi()'i'•()j『 +1 .i. (う ':1.;;,4:・¥も!9翌91閃・t、・1:I. ()., 

6B?40せi9ぜiE+lO 0令:1.31ぶ()3州01月・+:l.:I. 0, :1.40'.::_;7,;;3:1.F+l :i O ,. ? 應i呂もG0'.?6i王：・l') .,1.・:.1 I唸ふ

BTOP END OF DATt-1 ,11,0:i. 翌7

EDF 

'i'DONF 
""""""""""一芥

FUrJC"i" U:)N·•'II ll・<ECT ONI... 

*HYF 
: "'"""""'一.::,:.

SCANをやめる。 JOUTサプンズテムのFUN-
CTIONレペルに戻る。
SYSOUTの内容をセンクーのラインプリン
クに出力する

＊水U'.:,I笠D F,I臼SOUi文Cl五ヤ,, , , CPl.J::::(.), ぶ；，iSI応じ CON::::? 令 ?MIN i...INi笠：：：：やFiJ ,,; 令・rI閃 r .... :i:r:i::::4刈

**COST: ¥忍>.:・5·• :I() 
**DN /.Yr :I.'? .3應il> .... DFF <'さ,”「 :1.・シ',:-5:1.'i'ON 09./:1.?./77 

祁 N:1.04:1. :1.?t30:: 吝'? DH, ・・・・CP 

o SCANする出力のパーマネントファイルヘの保存

カラム N) l 8 16 

＄ JOB 

＄ FORTRAN 

＼ 

＄ PRMFL P*,R/W,S, 課題番号／ファイル名
↑ 

＄ EXECUTE ソース・リストを受けとるファイル

（ ., 

＄ PRMFL P*,R/W,S, 課題番号／ファイル名
↑ 

＄ ENDJOB ロード・マップを受けとるファイル

注）あらかじめパーマネントファイルを作成しておく必要がある。
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o SCANサプシステム問答形式一覧

コマンド形式 SCAN filedescr(バーミッション，代替名可）

コマンド／
質 問 応 答 説 明サプンステム

filedescr スキャンしたいファイルを指定

同上. nはファイル内のセグメント

FILE'? 注(6) fijedescr;n 
を指定 注(3)

キャリッジリクン サプシステム終了

GMAP アセンプリリスト形式ファイル

FORT 
FORTRANコンパイルリスト形式

ファイル

COBOL COBOLコンパイルリスト形式ファイル
FORM? LOAD ローダ出カリスト形式ファイル

USER 注(l) ユーザ自由形式ファイル

キャリッジリクン FILE? レペルた戻る。

YES (Y) 連続するプランクをつめる．

EDIT? NO (N) 絹集しない．

キャリッジリクン 応答なしとみなす．

FIND/Ii teral カレント行から literal string 

string/ と一致する文字列をもつ n番目の行

SCAN C;n) をさがし，そこにボインクを位匿づ

(F)注(4) ける。 n指定なしは l

PRI立 {A五｝〕
カレント行から n行をプリントする。

n指定なしは 1• 

(P)注(5) ALLはカレント行以降すぺて

LIS T(g〕 PRINTと同一

BMCVCよりモートバッチ端末また

はセンクたファイル全部をプリント
BATCH 

する（出力先た対する質問がなされ
注(2)

る）．

SPACE (S) 
ボインクを n行進める. n指定なし

は 1

BACK(n〕 (B) 
ポインクを n行戻す. n指定なしは

ファイル(/)1行目に戻る。

LINE n 
ボインクをライン番号nv'L位置づけ

" る

FORM? で指定した形式た従って，

ERROR Cg〕
n個のコンパイル（アセンプル）エ

ラー等をプリントする。 n指定なし
(E) 

はすぺて•

UNDE アセンプラの場合の未定義ジンボル

(U) をプリントする．
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コマンド／
サプシステム

SCAN 

質 問 応 答 説 明

FLAG X 
アセンプラの場合のフラッグX(A, 

U, M, ・・・)のエラーをプリントする．

LOAD 簡略化したロードマップをプリントする

ラインコードを abcdeVC変更する．

CODE(叫竺竺〕 abcde指定なしはラインコードの

(C) 取り消し。

EDIT EDIT? レパル匠戻す。

DONE SCANサプンステム終了

クイムジュアリングセッツョン終了
BYE 

プリンクログ上陀覚書きとして
REM text 

text を書き込む。

キャリッジリクン FORM? レベ）レ匠戻る。

注 (1) FORM? 匠対して， USERと答幻ヒ場合， CODE? という質問

がなされる。これた対して， ユーザは 1-5文字のラインコードを指

定する。ラインコードは，各ラインの 3-6桁目の左詰め文字と対応

し，これを指定すると，そのコードと一致する行のみが FINDおよ

び PRINT(LIST)の処理対象となる。 CODE? flC対して，

キャリッジリクンのみを返すと， コードは指定しなかったものとみな

す。

(2) ? rrc対して BATCHと答えた場合， STATION CODE? とい

う質問がなされる。これた対して，出力すぺき端末の識別名を指定す

る。キャリッヅリクンのみを返すと，センクに出力される。システム

は，さらに$ I DENT? と質問してくる。これ匠対しては，バッチ

のためのアカウント と識別名を返答する。

(3) ファイル内が，エンドオプファイルマークによって分割されている場

合がある。このとき，個々の分割部分をセグメントという。

(4) F I NDの Ii t er a I st r i ngの形式は，テキストエディクと同

(5) PR INTのアーギェメントとしては，テキストエディクと同一形式

が便用可。

(6) 1つの機能が終了すること匠，？レペルに戻るので，繰り返し処理が

できる。

(7) SCAN filedescr と指定した場合， FILE? という質問は

されない。
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4 FDUMPサプシステムの一例

TSSで実行処理する時，その結果をあらかじめパーマネントファイル紀ファイル名とその大

きさを登録してあるファイル匠書き出しを行っている途中，そのファイル・スペースを使い果し

た場合，その内容を LISTコマンドたより端末に出力する事はできても， BPRINTコマンド

によりセンクーのラインプリンクーヘ出力することはできない。これは，そのファイルの終りに

EOFがない為である。そこで，これを BPRINTコマンドでセンクー出力する為には， FD 

UMPサプシステム匠より，そのファイルをパッチしてゃれば，センクー出力も可能である。

ここでは，そのパッチのやり方を述ぺてみました。

（使用例中，下線の部分は端末よりの入力を添す。）
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o FDUMPサプシステム問答形式一覧

コマンド形式 I FDUMP 

コマンド／
サプンステム

FDUMP 

問 応 答 説 明

DUMPすぺきファイル名（そのフ

filedescr ァイルの定義匠従って，順編成また

FILE NAME-- は直接編成ファイルとして扱われる

filedescr・, R L 
DUMPすぺきファイル名， ファイル

形式（直接編成(R)または順編成(L))

キャリッジリクン 元のレベルに戻る

コアた読み込むぺきプロックのジリ
n 

アル番号BLOCK TO BE 

READ-
キャリッジリクン FJLE NAME--vペルた戻る。

S 1 oc 注(2) ioc で指定した位置の内容を出力

S loc-loc I oc から Joeまでの内容を出力

S Joe, n IO C から nワード分の内容を出力

Ploc data注(3) I oc から dataでパッチ

FUNCTION? w ログ上の内容をファイル き戻す

（？） 注(1) ファイル全体を filedescrファ
f filedescr 

イルにコピー

SYSTEM? または CARDINピ
Q 

ルドモードレペルに戻る

BLOCK TO BE READ -
ヰャリッジリクン

レベル匠戻る。

注(l) lつの機能が終了するごと匹， FUNCTION?レペルに戻

るので，繰り返し処理ができる。ただし，繰り返し処理の場

合9のみが表示される。

(2) I o cは8進数形式

(3) d a ta は 8進数形式
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5 バッチ系よリ T,S.S,て実行するH*(実行形式プログラム）を作る

。 一般たパッチと T.s.s.では入出力文た対して使用される F.R.C1レーチンが異なるた

め，パッチ系H*とT.S.S. -H*は，それぞれ自分自身の系でしか実行できない。そこ

で次の J.C.L.n: よりバッチ系で， T.s.s.で実行する H*を作ることができる。

1 8 16 

＄ SNUMB 

＄ JOB 

＄ OPTION NOFCB,NOGO, SAVE/プログラム名

＄ USE GTLIT., .TSGF.,。FTSU., FXEMA 

＄ FORTRAN 

ソース・プログラム

＄ GO 

＄ PRMFL H*, W,R, /fn 

＄ ENDJOB 

説明 。 $OPTIONと $ USEはこの通り使う，ただし， SAVE のプログラム

名は $ PRMFLで指定したファイル名 fn <Dファイル匠登録するプ

ログラム名である。この場合， プログラム名とファイル名を一致させる(/)

が無難のようです。なぜをら， T.s.s. で使う時FORTRANサプシス

テム<DRUNコマンドを使用するとき次の通り

* RUNL....J fn とする為， fnはファイル名

である。

以上で「 ACOSファイル」を終了します。
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付録 1. ユーザ機能とデータの流れ

j¥ I 

ッ！
チ処: 

玉里

リモ トパッチ

タ

イ

iふ

ン

N 

ア

ン

グ

丘三
戸出ミ

｜ユー町
p 

フ。ログラム 玉フ里。

I －＇－ーノ｜つ。ロウ。ニラ／主 可電

!/1 V/  l'/'/1.'.A，汽白川 I o 

グ

つ

L s 

T 

s 
E 

〕 L
DAC 

リモーいてッチ

注（1) DAC : ダイレクトプログラムアクセス

(2）太線の四角はタイムシェアリング処理
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付録 2 
FILSYSディレクティブ

(FMS説明書より）

1. FILSYSアクティピティ

カクログサービスは FILSYSアクティビデイた対して入力されるデ

ィレクティプや， TSサプンステム ACCESS コマンドを用いて要求す

る。この説明書では，ディレクティプたついて記述する。 ACCESSコマ

ンド匠ついては， 「クイムシェアリングンステム説明書」を参照されたい。

FILSYSアクティピティは，$ FILSYS 文で呼び出す。

2種類のディレクティプがあり，一つは任意の利用者が使用可能なもの，

他は特権利用者のみが使用可能なものである。

(1) 利 用 者 デ ィ レ クティプ

(a) ファイルやカクログの作成・変更・ 抹消・リスト・ロック・退避・

復元を行う。

(b) 利用者を識別するために$ USERID 文が必要。

(c) 復元利用者を同ーアクティビディで行うときは，各利用者を識別す

るためf'CUSERIDディレクティプが使用可能3

(2) 特権ディレクティブ

(a) 、ンステムマスクカクログおよびパックマスクカクログの作成。変更・

抹消・リストを行う。

(b) 全利用者または一部の利用者のファイルやカクログの全退避・全復

元・

(c) $ PR I V I TY文が必要で， ジョプ実行前たオペレークの許可が

要求される。

(3) リムーバプ）レストラクチャードパック上匹， PMC, カクログ， ファ

イルを作成・削除・変更等の処理を行う場合たは，そのリムバプルパッ

クはあらかじめ装てんされていなければならない。装てんされていない

場合は， FILSYSアクティピティはアボートする。もしリムーバプル

バックがあらかじめ装てんされているかどうか不明の場合には FIL-

SYSアクティピティ中匹$ 411PK(または$ 450PK)文を挿入し

て，操作員た対してリムーバプルバックの装てんを要求する。
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2. ディレクティブ形式

l 72 73 

ディレク元プ 変数フィールド，変数フィールト' I 使用しないL Lシで区切ロスヘースで終わる

つ以上のプランク
I 

I 

規則 (1) ディレクティプは任意のカラムから始められる。

(2) 変数フィールドはディレクティプの後匹一つ以上のプランクをあ

けて書く。変数フィールド間はコンマで区切る。

(3) 変数フィールドは複数カード匠渡ってもよいが， 1カードは 1-

72カラムが有効であり，次のカードた続く場合は， コンマまたは

スラッジュで終わらせる。

(4) ディレクティプの最後はスペースで終わらせる。

(5) 変数フィールドは， ファイル名， カクログ名，オプジョンの内必

要なものを書く。ファイル名やカタログ名が必要なときは，その名

前をディレクティプの直後匠書く。オプションは任意の順序

てよい。

例 (1) ファイル作成ディレクティプ

FCREAT ファイル名， SIZE/数，数/, MODE/ 

コード／

(2) ンステムマスクカクログ作成ディレクティプ

CRMAST 利用者名， PASSWORD/パスワード/,SIZE 

／数／

3. ディレクティプの説明

• 形式は，一般的な COBOL 用法を用いて記述している。

• 大カッコ（｛ ｝ ）は選択項目で，その内の一つを必ず指定する。

・ カギカッコ（（〕）はオプションで， してもしなくてもよい。

• 下線は必須項目。

（．。。）は繰り返し。

。 日本語は必要なもので置き換える。
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4. 修飾名

。 英大文字はそのとおりに書く。

項目の形式ゃ選択についてはその都度説明するが，修飾名，バスワード

パーミッジョンの三つ匹ついては以下匠説明する。

修飾ファイル名は，ファイルが属している一つ以上のカクログの名前に

続いてファイル名を書いたもので，各名前の間はスラッジュ（／）で区切

る。パスワードが必要なときは，それぞれ対応する名前の後に＄で区切っ

て続ける。最高位のカクログである利用者マスクカクログ (UMC)を，

常匹最初匠書く。この名前は， UMCがカクログ化されている利用者の名

前である。

利用者 ($UMCパスワード〕 C/カクログ名 C$カクログバスワー

ド〕・。。〕

／ファイル名 C$ファイルパスワード〕

修飾カクログ名は， ファイル名と同様匠書かれ， カクログ名が， ファイ

ル名の代り匠最後になっているものである。

個々の名前は 1- 1 2字で，各文字は，英数字， ピリオド，ハイフンが使

える。

既存の利用者の修飾カクログ名または修飾ファイル名が必要なとき， u-

MC名を省略することが出来る。

変数フィールドがスラッジュで始まるときは，$ USERID文または u-

SERID ディレクティプの利用者名がカクログまたはファイル名を修飾

する UMC名として用いられる。

〔／カタログ名($パスワード〕〕 o o o/ファイル名 C$パスワード〕

備考 (1) 利用者マスクカクログ名 (UMC名）の省略形式は，

FILSYS アクティピティのディレクティプとしてのみ利用可泥

である。

$ PRMFL文等で修飾ファイル名を必要とする場合は，従来どう

りUMC名以下を書かなければならない。

(2) UM  C名匠バスワードが付いているときも省略形式は利用不可。

(3) 作成しようとするファイルやカクログvcバスワードを付けるとき
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5. パスワード

は，パスワードオプジョンたよりパスワードを指定する。

例 (1) 一般形式

USERA/CATl $PS l /CAT 2 

(2)省略形式

/CAT l $PS l /CAT 2 

(3) パスワードの指定

/CAT1$PS1/CAT2, PASSWORD/PS2/ 

オプンョン PASSWORD/••. /を用いてバスワードを指定するとき

は，スラッシュで囲んだリストの中には，単一の名前か，二つの時刻を添字

としてもつ一つ以上の名前を書く。この時刻は，それぞれのパスワードが有

効な時間の始めと終わりの時刻である。パスワードとの間はコロン（：）で区切

り，時刻の間は， アスクリスク（＊）で区切る。

PASSWORD/名前／

または

PASSWORD/名前：時刻＊時刻， • 0 0 / 

修飾名中匠パスワードを書く場合，当然その時刻匹有効なバスワードのみ

を書く。

6. パーミッション

一般パーミッンョンを指定するときは，許可操作は任意の順序でその全体

または短縮形を書く。それぞれは，コンマで区切る。

許可操作， 。。。｀許可操作

特定パーミッションを指定するときは，許可探作の次にスラッ・ンュ（／）で

囲んだ許可を与えるぺき利用者のリストを書く。各利用者名は， コンマで区切

る。許可操作の他に， EXCLUDE指定が可能である。これは，これた続いて

指定される利用者が，いかなるバーミッ・ンョンももたないことを示すものであ

る。

[EXCLUDE /利用者名， .. 0 / ,  

許可操作｝
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許可操作］／利用者名，

{EXCLUDE 
・・・／， ．．． 

7. 特殊ディレクティブ

(l) 行（カード）と行の間に， コメントをはさむことができる。コメント行は

第 1カラムのアスクリスク（＊）で区別される。

(2) ディレクティプ処理中匠エラーが発見されると，エラーが報告され，残り

のディレクティプたついての構文チエックのみが行われる。

ただし， LISTディレクティプ匠ついては， エラーた先立って処理された

ディレクティプの効果を見定めることができるよう vc'処理が行われる。

(3) パスワードは，特匠要求がない限り，ディレクティプリスト中四は出力さ

れない，バスワードは， MASLSTゃ特権をもった CLI STで作られる

リスト上匠は出力される。しかし， MASLST リスト上のパスワードは，

必要ならば除去される。

(4) 上記の規則(2)および(3)を変更したり，先行のものを打ち消すため侭， 6つ

のモードディレクティプが用いられる。これらのディレクティプは， カラム

1 がスペースで 2~1 2カラムた指定する。

モードレィデクティプは適用すぺきディレクティプの前匠なければならたい

（直前でなくてもよい）。

IGNORE ERRS 

エラー検出後もディレクティプの処理を続ける。下位のカクログ等を抹消

中妬エラーが起こって凡 :IJクコグの抹消を続けさせる。名前のエラーが発

見されても，退避または復元を行うようたする。

NOTICE ERRS 

先行の IGNORE ERRSディレクティプの効力を打ち消す。

SYNTAX ONLY 

全ディレクティプ匹ついて構文チェックのみを行わせる。ただし， LIST 

ディレクティプ尻ついては処理を続行する。
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USER PER PG 

各利用者のカクログやファイルのリストを， MASLST リストの夫なっ

たページから開始させる。

SHOW PASSWD 

ディレクティプリスト中たパスワードが現れるようたし，先行の HIDE

PASSWD の効果を打ち消す。

HIDE PASSWD 

MASLSTゃCLISTリスト上匹バスワードを印字することをゃめ，先

行の SHOW PASSWDの効果を反転する。

以下のモードディレクティプを使うには， ジョプ中に$ PRIVIT 文

が必要である。

TAKE SNAPS 

全MME GEFSYEの前にその呼び出し手順のスナップショットダン

プを行わせる。

STOP SNAPS 

先行のTAKE SNAPSディレクティプの効果を打ち消す。

$ FILSYS文のオプンョン DUMPは，ジョプの中VC, $ PRIVITY 

文がなければ認められない。スナップショットとダンプのこの制約により，

バスワードが無断で出力されるのを防いでいる。

-88-



FCREAT 

利用 者 デ ィレクティブ

この章では，利用者のファイルおよびカクログのディレクティプたついて

説明する。

1. ファイルディレクティプ

1.1 

ファイルの作成

ンヨンプ才各飾修

l

r

,

 

T
 

A
 

E
 

式

RC

C

F

 

F

F

C

 

-

'

、

形

必須項目

(1) 修飾ファイル名

オプション

(1) パスワード
PASSWORD/ { / 

パスワード：勝刻＊時刻，．．］

指定がなければないものとみなす。

(2) バーミッンョン．指定がなければないものとみなす。

(3) このファイルが置かれる装置または装置のクイプ

装置名

DKU410 

DEVICE/ 1 DKU4ll 

DKU450 

BSS001 

既定値はこのファイルの上位のカクログの内，すで匠指定されている最

下位のもの匠従う。なければ，利用可能なものが用いられる。ストラクチ

ャドリムードバプルバック上のカクログの下位匠属するファイル匠ついは，

装置を指定することはできない。全ファイルがそのパック上匠なければな

らないからである。
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(4) ファイルのサイズ

.BLOCKS 

LLINKS 
／初期値 [,[~ 最NLI:ITE:J] / 

LINKS 

SIZE 

サイズ指定がなければ，初期値および最大値として 1リンクがとられる。

(5) 

(6) 

UNLIMITEDを指定すれば， ファイルのサイズ拡張についてのチェッ

クは受けない。但し， SMC上で指定した最大値の制限には従う。

(BLOCKS=LL INKS=320語， LINKS=S I ZE=3840語）

MODE/ rAND} / 
SEQ 

既定値： IDSはRAND, その他は SEQ

NORMAL 

ACCESS/ 
READ WHILE WRITEまたは RWW

CONCURRENT 

MONITOR 
ヽ

既定値： NORMAL 

／ 

MONITOR が指定されたら， ABORT/ROLLBACK/

オプションを指定しなければならない。

／
 

／
 

I-

．．
． 

ク

D
 

E

、

9
,
|
j

E

I

S

 

N

N

L

O

E

 

O

E

L

N

Y

 

N

D

A

E

r

,

‘

、

／
 

t

'

、

N

Y
 

F゚
 

/

Z

 

．
 

T
 

I

I

 

D

値

R

定

E

既

u
 

A

V

 

⑧
 

(7) 

既定値： NO 

(9) 

ABORT/ r:::: / 
ROLLBACJ 

既定値：通常はNONE.ACCESS/MONITOR/が指定してあれば

ROLLBACK。
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(10) NONE 

DUP [: 装置名またはクイプ)[, JOURNALJ 

RDERR/ {JOURNAL[, DUP [ : 装置名またはクイプ〕〕 ／ 

既定値： NONE 

装置名またはクイプは，上記オプション 3と同じである。指定かなければ，

ファイルが匿かれている装置と異なる装置が選択される。

リムーバプルバック上のカクログに属するファイルについては， DUPは指

定できない。

⑪ NO 
INCRSAVE/ { } / 

YES 

IDSファイ）レ，ストラクチャドリムーバルプバック上のカクログに従属

するファイル，および初期値が 25リンク以上のファイルたついては，既定

値として INCRSAVE/NO/がとられる。その他のファイルの既定値は

I NCR SAVE/YES/である。しかし，どのファイルについても， YES,

NOのどちらを指定してもよい。ストラクチャドリムーバプルバック上のフ

ァイルについては，増分退避時に装てんされているときでも退避はできない。

M PAGESIZE/ページ中の語数／

既定値： 320語

最大サイズは 3840 語である。

備考(1) このディレクティプは， IDSファイルには使用できない

(IDSファイルについては，専用のディレクティプー後述ーを

用いる。ただし，オプジョンは共通）。また，磁気テープ，ノン

ストラクチャドバック上のファイルについても使用できない。

例(1) FCREAT CLASS2 l/PROB1 INPUT, READ 

PROB l INPUTという名前のファイルを， CLASS21とい

う利用者の UMCの直下に作成する。ファイルのサイズは 1リン

クで，拡張は許されない。順アクセス，直接アクセスのいずれで

も可。 ファイルは，どの装置上に置かれてもよい。このファイ

ルは，どの利用者でも読めるが，書き出し可能なのは作成者のみ

である。パスワードは不要。書き出しは同時たは 1ジョプのみ，
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読み込みは複数個可能，保護機能は不要であるが，ファイルは増

分退避が行われる。

(2) CF C0RPORATE$SEPT2 5/CUSTOMER, 

PASSWORD/NOW: 0800* 1200, THEN: 1515* 

1630/,READ/AKC, DFD, RLN/, WR I TE/TSE/, 

LL I NKS/200, 2 00/, MODE/RAND/, 

I NCR SAVE/NO/ 

CUSTOMERという名前のファイルを，利用者CORPORATE

のUMCの直下匠作成する。 UMCは， パスワード SEPT25か

ついている。ファイル匹は，二つのパスワードをつける。一つは

午前8時から 12時まで有効でNOWというもの，他は午後3時

15分から 4時 30分まで有効な THEN。

これらの時間帯以外では， このファイルはアクセス不可。

READの特定パーミッションが三つの利用者に与えられ，

WRITEが 1利用者匠与えられる。ファイルのサイズは， 200

Lリンクで拡張はできない。順アクセスは不可。ファイルは保護

されず，増分退避も行われない。同時処理オプジョンは，既定値

のNORMA騎とられる。

(3) CF INSTALL/SYSA/DETAIL,LINKS/3000/, 

DEV I CE/DKU 411 /, RD ERR/DU P: DKU 4 l l /, 

ABORT/ROLLBACK/, ACCESS/MON I TOR/ 

ファイル DETAILを， カクログ SYSA (!)下に作る。カクログ

SYSAは，利用者 INSTALUDUMCVCつながっている。フ

ァイルは， DKU 4 11ディスク上匠 3000リンク割り当てる。

ファイルは二重化し，第 2ファイルも DKU411 上匹作る。ピ

フォアス:vcよって不完全更新から る。 FMSが制御する同

時処理を許す (MONITOR)。増分退避は行わない (25リンク

より大きいから）。バーミッジョン指定かないので，作成者のみ

が読み書きできる。バスワードはない。
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FMOD 

1. 2 

ファイルの変更

形式

、

,

、

D
 ゜

M

M

F

 

F

F

M

 

グ

v

、

修飾名，オプション，追加オプション

必須項目

(1) 修飾ファイル名（パスワードがあれば指定）

(2) 少なくとも一つのオプション

オプション

(1) パスワード

PASSWORD/ { 
パスワード：時刻＊時刻，

／
 

、
:
~
＇
ー'
n
-

PASSWORDのみ（スラッシュで囲んだパスワードをつけない）

の指定は，既存のパスワードを抹消するものである。

(2) バーミッジョン

(3) ファイルの最大サイズ

BLOCKS 

LL INKS I UNLIMITED 

LINKS 1/(最大値］／

SIZE 

(BLOCKS=LL INKS=320語， LINKS=S I Z E=3840語）

LLINKSゃ LINKSの最大値は，ファイルの現在のサイズ以上で

なければならない。

(4) RAND 
MODE/ { } / 

SEQ 

(5) 

ACCESS/ 

NORMAL 

READ WHILE WRITEまたは RWW

CONCURRENT 

NONITOR 

ファイルがピジー中のときは変更できない。

／ 
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MONITORが指定されていれば， ABORT/ROLLBACK/ が強

制的に取られ，それ以外のときは ABORT オプションは無視される。

／
 

／
 

、

ュ

．

9

D
 

`

A

一

E
 

E

I

S

 

N

N

L

O

E

 

O

E

L

N

Y

 

N

D

A

,

．

、

／
 

,

e

、

/

Y

 

T

F

 

I

I

 

D

R

 

U

E

 

A

V

 

⑦
 

(6) 

(8) 

(9) 

ファイルがピジーのときは変更できない。

NONE 

ABORT/ !::::BAJ / 

ファイルがビジーのときは変更できない。

NONE 

RD ERR/ 1 JOURNAL (, DUP (: 装置名またはクイプ〕〕 ／ 

DUP(: 装置名またはクイプ〕 (, JOURNAL〕 ］ 
ファイルがピジ一のときは変更できない。

装置名やクイプは，ファイル作成ディレクティプのオプション 3と同

様，指定がなければ，ファイルがある装置とは別の装置が選択される。

DUP装置は，ファイル変更で変えることはできない。ストラクチャド

リムーバプルパック上のカクログに従属するファイルに対しては， DU

Pは指定不可。

(lQ 
I NCR SA VE/ { 

NO 

YES]/ 

(1~ PAGE S I Z E /ページの語数／

M NEWNAM/パスワードのない非修飾名／

新しいファイル名を指定する。

M 既存のパーミッションを除くためV1:DELETEを指定する。

DELETE/ 
[CGEN'L,〕利用者名， ．．．，利用者名

／ 

利用者名， ．．．，利用者名 C,GEN'L〕）

GEN'Lは，すぺての一般バーミッジョンを除く。利用者名は，その

利用者のすぺての特定パーミッジョンを除去する。
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FCREAT/IDS/ 

1. 3 

ファイルの作成

(IDSファイル）

(1,;p 
RESET/ [ 

BUSY(,ABORT〕］
／ 

ABORT(,BUSY〕

ファイル記述中のビジーまたはアポートインジケークを， リセットす

る。ピジーインジケークをリセットすると，ファイルは空でない (non

-null)にセットされる。 $ PRIVITY文が必要である。

例1) FMOD CLASS 21/PROB 1 INPUT, SI ZE/3/ 

利用者CLASS2l(f)UMC(f)直下にカクログ化されたファ

イル PROB1 I NPUT(f)最大サイズを 3リンクにする。

(2) FM CORPORATE$SEPT2 5/CUSTOMER$NOW, 

PAS SWORD, NEWNAM/RELATIONS/, DELETE/ 

AKC,CFD,RLN,TSE/, INCRSAVE/YES/ 

利用者CORPORATEのUMCの下にカクログ化されてい

るファイル CUSTOMERの保護機能を取り消す。すなわち，

このファイルのパスワードを除去し，特定パーミッションを

抹消する。ファイル名を RELATIONSに変える。増分退

避を行わせるようたする。

(3) MF INSTALL/SYSA/DETAIL, LINKS/3 210/, 

ACCESS/NORMAL/ 

利用者 INSTALLのUMC下のカクログ SYSAに従属す

るファイルDETAIL に対し最大サイズを指定する。

形式

1::REAT] /IDS/ 修飾名， IDS仕様，オプション

必須項目
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(1) 修飾ファイル名

(2) I D S仕様

(I) BASESIZE/デークペース中のページ総数／

(II) RNG/このサプファイルの第 lページの番号，

このサブファイルの最後のページ番号／

オプション

ファイル作成ディレクティプの他匠以下のものが指定できる。

(1) L INESPERPAGE/ページ中の最大レコード数／

既定値： 63 

インベントリを開始するページ占有率］／
(2) INVENTORY/ rO  

既定値： 75 

(3) MULTIUSER/ [::SJ/ 

既定値： NO 

MULTI-USERと書いてもよい。

(4) J I Sコードファイルの場合 JI Sと指定する。

(5) AR EA/番号／

o~6 3の範囲で指定する。

備考(1) ABORT指定がなけれは既定値ABORT/LOCK/が

とられる。

(2) IDSのためのページサイズは， J I Sオプジョンを指定

しない場合 64 0語を超えてはならない。

ページサイズを 64 0語以上指定する場合， PAGESIZE

オプションより前VZ::J ISオプジョンを指定しなければ

ならない。この場合，最大96 0語まで指定できる。

(3) ディレクティプと修飾ファイル名の間匠は，少くとも一

つのプランクが必要。

(4) I D Sファイル作成時の注意

IDSファイルでは，原則として ACCESS/MONITOR

／およびABORT/ROLLBACK/機能は使用できない
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(IDSとFMS間での干渉匠対する考慮は，はらわれて

いない。もし， IDS ファイ Jレ匠対して上記機能を使用

するときたは，次の制約を守らなければならない。

(a) IDS サービスプログラム QUTI,QUTL, QUTD 

の対象となるファイル匠は，上記保護オプジョンの

指定があってはならない。

従って，保護オプジョン付きのファイルをこれらサ

ーピスプログラムで使用するとき匠は， FMODディ

レクティプで保護オプジョンを一時的匠取り除かな

ければならない。

(b) INVENTORYを指定した IDS ファイル匠ついて

は，上記保護ォプションは指定できない。

例(1) FCREAT/IDS/ SALTRIVER/ONE, SIZE/12000, 

12 000/, BASES I ZE/235000/, RNG/1, 144000/, 

INVENTORY/NO/,ACCESS/MONITOR/ 

利用者 SALTR IVERの UMC下応 ONE という名前の

IDS ファイルを作成する。ファイルサイズは 12,000リ

ンクで拡張はできない。これは，ページサイズ 320語のペ

ージ 235,000からなる IDSファイルの一つのサプファイ

ルである。このサプファイルのページは， l - 144,000 

まで番号がつく。 インペントリページは作らない。同時

更新，不完全更新た対する FMSの保護機能力らそれぞれ

指定されている。

(2) FC/IDS/ SAL TR IVER/TWO, LLINKS/9 l 093, 

9 l O 9 3/, BASES I ZE/2 3 5 0 0 0/, RNG/ 14 4 0 1, 

23500/, INVENTORY/SO/ 

利用者SALTR IVERのUMC下たもう一つの IDSサプフ

ァイル TOWが作られる。ファイルサイズは，残りの91000

ページ（ページサイズは lLリンク）で，このサプファイル

用匠指定されたインペントリページ用として 93 Lリンクが

追加される。同時更新はできない。
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FMOD 

1.4 

ファイルの変更

(IDSファイル） ンヨンプ才加追
，
 

ンヨンプ才名飾修

、_＿

-
9.

.

 
9
 

D
 ゜

式

M

M

F

F

F

M

 

ヽ

V

-

i

形

必須項目

(1) 修飾ファイル名（パスワード）

(2) 少なくとも一つのオプション

オプション

(1) I D Sオプション

(a) BASES I ZE/デークペース中のページ総数／

(b) RNG/このサプファイルの第 1ページの番号，

このサプファイルの最後のページ番号／

(c) LI NESPERPAGE/ページ中の最大レコード数／

INVENTORY/ 1 NO 

インベントリを開始するページ占有率］／

(e) MULTI USER/ {二）／

(d) 

(2) ファイル変更ディレクティプのオプション参照

例(1) FMOD SAL TR IVER/ONE, LLINKS/l 44 l 4 7/, 

INVENTORY/7 5/ 

IDSサプファイルONEを，ィンベントリ可能なようた変

更する。

ファイルの最大サイズを，ィンベントリページが作れるよう

た増加する。

(2) F MOD SAL TR I VER/TWO, ACCESS/MON I TOR/ 

SALTRIVER(J)UMC (J)下のファイルTWOに対し，同時

変更を許し， FMSの制御を行うよう変更する。このディレ
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FCREAT 

1. 5 

ファイルの作成

（ノンストラクチャド

メディア）

クティプでは，変更を受けるファイルが IDSファイルのもの

であることを示す情報は何もないことに注意されたい。

(3) FMOD SALTRIVER/TWO,RESET/BUSY/ 

ファイルTWOを，ピジーでない状態にセット。

形式

［口REAT]修飾名， 装置，

必須項目

(1) 修飾ファイル名

(2) 装置：次の内のいずれか

(a) 磁気テープ

TAPE 

TAPE7 

オプション

，リールシリアル番号C'

TAPE27 

TAPE29 

rILEINFO 
VOLUME ) /リール名／

既定値： DENO (リールに従う）

(b) ノンストラクチャドパック

DEVICE/ l: ::::), 心ク／リアル番号／，

450PK 

[ FILEINFQ /パック名／

VOLUME) 
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DENO 

DENSTD 

DEN2 

DEN5 

DENS 

DEN16 

〕／，



オプション

(1) パスワード

PASSWORD/ { 
パスワード：時刻＊時刻，

なければないものとみなす

／
 

｀

ュ

、

．
 
．
 
．
 

(2) パーミッション

がなければないものとみなす。

(3) 
MODE/ [ 

SEQ 

RAND}/ 

既定値： SEQ 

ファイルは，微気テープまたはノンストラクチャト‘ディス

クパック上匠既に存在するファイルでなければならない。

(2) リール／バックシリアル番号は， 1-5 

ら成り，装てんのためにリールやパックを

）か

るもので

ある。

(3) リール／パック名は， 1-1 2 （ ピリオド，

ハイホン）から成り， リールやパックを るの紀使え

る。

(4) リールやバックのシリアル番号，名前，密度は，ファイル

の割り当て 与えられる。

例(1) FCREAT K.KIMURA/EXPER-1, DEVICE/411PK, 

P0338/,VOLUME/EXPERIMENTS/ 

利用者K.KIMURAのUMCの下尻 EXPER-1 という名前

で，ノンストラクチャドパック上のファイルをカタログ化す

るパッククイプ，、ンリアル番号， れている。

(2) FCREAT TOKYO/PAY,DEVICE/TAPE9,13172, 

DENl 6/, VOLUME/TOKYO-PAY/ 

利用者がTOKYOのUMCの下妬 PAYという名前で，磁気

テープファイルをカタログ化する。 リー Jレクイプ，、ンリア）レ

香号，密度，名前か指定されている。
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FMOD 

1. 6 

ファイルの変更

（ノンストラクチャド

メディア）

ンヨシプ才n
 

力追
，
 

ンヨシプ才各飾修

、
-
~
―

D
 ゜

式

M

M

F

F

F

M

 

-

u

.

｀
 

形

必須項目

(1) 修飾ファイル名

(2) 少くとも一つのオプション

オプション

(1) パスワード

PASSWORD/ { 
パスワード：時刻＊時刻，

000} / 

PASSWORDのみの指定（スラッシュで囲んだバスワードをつけない）

は，既存のパスワードを抹消するものである。

(2) パーミッジョン

(3) SEQ 
MODE/ { } / 

RAND 

(4) NEWNAM/ パスワードのない非修飾名／

新しいファイル名を指定する。

(5) DELETE: 既存のパーミッジョンを抹消する。

DELETE/ [ 
(GEN'L,〕利用者名， ．．．，利用者名）

／ 

利用者名， ．．．，利用者名 (,GEN'L〕

GEN'L は，すぺての一般パーミッジョンを除去する。利用者名は，

その利用者のすぺての特定バーミッションを除去する。

備考(1) ファイルは，磁気テープ夜たはノンストラクチャドバック

上化既匠存在しているファイルである。

例(1) FM K.KIMURA/EXPR-1,R/T.HAYASHI/ 

このファイルに対する READバーミッションを， T.HAYA

SHIに与える。ノンストラクチャードメディア上のファイ
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ルは，ボリュームンリアル番号を知っていれば，ファイルでは

なく単にポリュームを要求することたより，誰でもアクセスで

きることに注意されたい。

(2) FM TOKYO/PAY, NEWNAM/ACCT3/, 

PASSWORD/PAY/ 

ファイル名を ACCT3に変更し，ファイルにパスワードを付

ける。

FPURGE FRELES 

1. 7 

ファイルの抹消

名飾修

｀

，

ク

E
 

G
 

R
 

u
 

式

p

p

F

F

F

P

 

-

V

`

 

形

r::ELES]修飾名

必須項目

(1) 抹消すぺきファイルの修飾ファイル名

オプション

なし

備考(1) ファイルが，ストラクチャドリムーパルプパック上のものな

らば，そのバックは装てんされなければならない。

(2) デイレクティプがFPURGEならば，現在このファイルに割

り当てられているスペースがゼロクリアされ，解放される。

(3) ディレクティプがFRELESならば，現在このファイ Jレた割

り当てられているスペースは，そのままの状態で解放される。

(4) 磁気テープやノンストラクチャドバック上のファイルについ

ては，スペースはクリアも解放もされない。
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(5) ファイルがピジーならば， ビジーがとけるまで抹消は延ばさ

れる。しかし， カクログ中のファイル記述は抹消されるので，

名前による参照はできなくなる。利用者の使用中のスペース

量は，そのファイルのサイズだけ減らされる。ただし，スペ

ースが実際に解放されるのは， ビジーでなくなったときであ

る。

例(1) FR CLASS 2 l / PROB l INPUT 

PROBl INPUTのファイル記述およびCLASS2l 中のエン

トリ（このファイルのためのカクログエントリ）が抹消され，

このファイルに割り当てられていたスペースがそのまま解放さ

れる。

(2) FP CORPORATE$SEPT2 5/CUSTOMER$NOW 

CUSTOMERのファイル記述および CORPORATE中のエント

リ（このファイルのカクログエントリ）が抹消され．このファ

イルに割り当てられていたスペースがゼロクリアされ，解放さ

れる。

(3) FP K.KIMURA/EXPER-l 

EXPER-1のファイル記述とカクログが抹消される。ファイ

ルがノンストラクチャドメディア上のものなので，スペースは

ゼロクリアも，解放もされない。
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CCREAT 

2. カタロ ィレクティプ

2. 1 

カタログの作成

形式

□ REAT) オプション

必須項目

(1) 修飾カクログ名

オプション

(1) 
PASSWORD/ {バスワード

パスワード：時刻＊時刻，

指定がなければないものとみなす。

／
 

｀

，

＇

 

(2) パーミッション

(3) 装置，次のどちらかを指定

(a) このカクログを格納する 下位のすべてのカクログやファイル

゜
）

す
ク

納
ッ

格

パ

を

ヽ
j

レノプ

い
バ

な
一

は

ム

／

で

グ

号番

リド
ロ

レ）

ク

ヵ

ァ

ャチ

リ

の

シ

クラ

位

ト

ク

下

ス

．

〉

や

（

ノ

グ

，
 

る

ロ

ク

し

，

＇

力

れ

k

k

k

さ

p

p

p

納

o

l

o

の

格

l

1

5

こ

に

4

4

4

(

レ

↓

.

｀

 

）
 

／

ィ

上置装

E

アフ

c
 

位

の

ー

下

こ

＞
,

E

 

は

D

⑮
 

る 既定値（下位のファイル作成ゃ変更時匠指定がなければこ

の値が用いられる）を指定（フィックストマスストーレッジ）。

装置名

DKU410 

DEVICE/]DKU4lll / 

DKU450 

BSSOOl 

備考(1) スクートアップで各装置につけた 3文字の名前

(2) 利用者マスクカクログ (UMC)を作成するとき，カタ
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ログ名は，このカクログが登録される利用者名でなければなら

ない。

(3) ストラクチャドリムーバプルパック上たカクログを作成すると

きは，パックか装てんされているなら，その利用者のカクログ

があるフイックストマスストーレッジ上にこのカクログヘの

指標を作り，このパック上たカクログを作成する。バックが装

てんされていなければ，指標だけが作られる。従って，パック

を装てんしないこと匠よって． パック上に既たカクログがあれ

ばこのンステムと他のジステムのパックと結合を行うことが

できる。

装てんされていないリムーバプ｝レストラクチャドパック匠対し

てカクログ作成を行う場合，バスワードもパーミッジョンも指

定できない。これらが，カクログヘの指標中には含まれないか

らである。（指定しても登録されない）。

バックが装てんされていない場合， カクログ作成ディレクティ

プで実際に作られるのは， カクログヘの指標のみである。

(4) ストラクチャドリムーバプル上のカクログに従属するいかなる

カクログレベルに対しても， DEVICEォプンョンは使えない。

例(1) CCREAT CORPORATE, PASSWORD/SEPT2 5/, 

DEVICE/4 l lRK, P37 l 5/ 

利用者名 CORPORATEの下で， UMCがストラクチャドリム

ーバプ）レパック上に作成される。このパックのクイプとンリア

ル番号が指定されている。 UMCVCは，パスワード SEPT2 5 

がつけられる。

(2) CC XLNT/FAST, READ, WRITE/NSGD ,AEWC/, 

DEVICE/DKU4ll 

利用者名XLNT(J)UMC下v'C, FAST という名でカクログを

作る。

一般パーミッション READ, および二つの利用者に対する特

定パーミッジョンWRITE が指定されている。 DKU4 11は
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その指定がないときこのカクログの下位に作られるファイル

を置くぺき装置の既定値である。

(3) CC K.KIMUR.A/RMVBL ,DEVICE/41 lPK, 

P3 715/, READ, WRITE 

K. KIMURA(!) UMC (J)下匠カクログを作る。名前は RMVBL

でストラクチャドリムーバプルパック上に作る。バックのク

イプとシリアル番号が指定されている。一般バーミッション

が指定されている。

指定されたパックが装てんされているとき， K.KIMURA!の

UMC上VCRMVBLVC対する指標がパックシリアル番号を用

いて作られ，ヵクログRMVBL自身がそのパック上に作成さ

れる（このパック上には CRPACKディレクティプを使って，

K.KIMURAを登録しておかなければならない）。

バックが装てんされていなければ，指標のみが作られる（カ

クログ抹消ディレクティプの例 2を参照されたい）。

(4) カクログ／ファイル作成

USERl 
(PASSl) 8

 
16 

$ SNUMB 

$ IDENT 

$ FILSYS 

USERID USERl$PASSl 

I~ ―-CCREAT USERl, PASSWORD/ZZZ/ 

（パスワード zzzをもった利用者マスクカクログを作成

する。）

, ,: CCREAT USERl$ZZZ/CATl ,PASSWORD/XXX/, 

DEVICE/ST2/ 

（バスワード XXXをもったカクログCATl を作成し，

下位ファイルを置くぺき装置の既定値を指定する。）

FCREAT USERl$ZZZ/CATl$XXX/FILEl, 
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CMOD 

2. 2 

カタログの変更

READ, WRITE/USER2/, SIZE/5, l 0/ 

（一般パーミッション READ,特定パーミッション WRITE,

およびファイルサイズの指定をもったファイルFILEL

を作成する。）

LIST USERL$ZZZ 

（利用者マスクカクログUSERL以下のカクログやファイ

ル記述についての情報がプリントされる。）

$ ENDJOB 

形式

r::OD}三オプノョン，追加ォプノョン

必須項目

(1) 修飾カクログ名（バスワードがあればそれも指定）

(2) 少なくとも一つのオプ・ンョン

オプション

(1) パスワード

PASSWORD/ { 
パスワード：時刻＊時刻，．．．］

／ 

PASSWORD のみの指定（スラッジュで囲んだバスワードをつけ

ない）は，既存バスワードの除去を意味する。

(2) バーミッンョン

(3) 装置：下位ファイルを置くべき装置の既定値

装置名

DKU410 

DEVICE/ i DKU4 l l [/ 

DKU450 

BSSOOl 

(4) NEWNAM/バスワードのない非修飾名／
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新しいカタログ名を指定する。

(5) DELETE: 既存バーミッションの除去

DELETE/{ 
(GEN'L,〕利用者名，．．．，利用者名

利用者名，．．．，利用者名 (,GEN'L〕］
／ 

GEN'Lはすぺての一般バーミッ‘ンョンの除去，利用者名は，その

利用者のすぺての特定パーミッジョンの除去を指定するもの。

備考(1) 装置名は，スクートアップで各装饂匠つけた 3文字の名前

(2) カクログがストラクチャドリムーバプルバック上たあると

きは，ジョプ開始匠先だってそのパックが装てんされていな

ければならない。

$ FILSYSアクティビティ中(![$ nnnPK文が含まれ

ていないと，オペレークに対して装てんメッセージが出され

ない。

(3) UM Cの名前は変更できない。

例(1) CMOD CORPORATE, PASS MORD 

CORPORATEのUMCからパスワードを除去する。

(2) CM XLNT /FAST, DEV I CE/DP 3/ 

XLNTのUMCの下のカクログFAST中たある装置の既定

値を， DP 3の装置匠変更する。

(3) MC K.KIMURA/RMVBL,DELETE/GEN'L/ 

カクログRMVBL 中の一般バーミッジョンを，すぺて除去

する。

CPURGE CRELES 

2. 3 

カタログの抹消

名飾修

、

,

＇

E
 

G
 

R
 

u
 

式

p

p

c

C

C

P

 

9
 

.

.

 

d

-

、

形
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r::ELE S l修飾名

必須項目

(1) 抹消すぺきカタログの修飾名

オプション

なし

備考(1) 一つのカクログを抹消すれば，それ匠従属しているファイ

ルやカクログも抹消される。しかし，下位のカクログやフ

ァイルがストラクチャドリムーバプルバック上侭あるとき

は，そのパックが装てんされているか否かたかかわらず，

それらを抹消するにはそのパックの最高位のカクログを抹

消する必要がある。

(2) 指定のカクログがストラクチャドリムーバプルパック上匠

ある場合は，そのパックは装てんしておかなければならな

い。

(3) ディレクティプが CPURGEIJ)ときは，下位のファイルに

割り当てられていたスペースはゼロクリアされ解放される。

(4) ディレクティプがCRELESIJ)ときは，下位のファイル匠

割り当てられていたスペースはそのままの状態で解放され

る。

(5) 下位のファイルが，磁気テープやノンストラクチャドパッ

ク上にあるときは，スペースはゼロクリアも解放されない。

(6) 抹消すぺき下位のファイルがピジーのときは， ビジーでな

くなるまで抹消は遅らされる。しかし，ファイル記述に対

する指標は抹消されるので，そのファイルを名前で参照す

ることはもはやできなくなる。

(7) このディレクティプがカタログ作成者や特権ジョプから出

されたものであれば， PURGEパーミッジョンが認められ
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るか否かにかかわらず下位のファイルは抹消される。その

他の場合は，下位のファイルの抹消は，各ファイルの PU-

RGE パーミッ｀ンョンた従う。

(8) 下位のファイルがカクログを抹消中にエラーが起こったと

きは，それ以外の下位のファイルやカクログは抹消される

が，ここで指定されたカクログおよびエラーの起こったカ

クログやファイルまでの間にあるカクログは抹消されない。

エラーがペーミッ、ンョンたよる拒否でないなら，モードデ

ィレクティプ IGNORE ERR Kよってカクログを抹消す

ることができる。モードディレクティプは，下位のファイ

ルに割り当てられたスペースを解放することはない。

例(1) CR INSTALL/SYSA 

カクログSYSN::., それが従属しているカクログINSTALL

中のエントリ，および SYSA(!)下位のファイルDETALLのフ

ァイル記述が抹消される。そして，ファイル DETALLに

割り当てられていたスペース（および二重化された第 2ファ

イルのスペース）が，そのまま解放される。 （ファイルDE-

TAILについては，ファイル作成ディレクティプの例 3を参

照）。

(2) CR K • K I MURA 

利用者K.KIMURAのUMC, その下位のファイル記述，

その間にあるカクログが抹消され，フィックストマスストー

レッジ上たあるファイルに割り当てられていたスペースがゼ

ロクリアされ解放される。しかし， UMCに従属するカクロ

グRMVBL(カクログ作成ディレクティプの例 3参照）は抹

消されず，またこのカクログの下位匠あるファイルのスペー

スも解放されない。当然， UMCが抹消されれば，それが再

度（多分他のシステム上で）作られない限り，カクログ

RMVBLやその下位のファイルは参照できなくなる。参照

するための UMCゃ指標は，最初にカクログ作成ディレクテ
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ィプを用いて作成することができる。ただし，このとき

RMVBLのあるパックは装てんしないでおく（カクログ

RMVBL n:: 対する UMC内の指標だけを作れば良いから）。

CLIST LIST 

.2. 4 

カタログや

ファイルのリスト

形式

[CLIST] 修飾名，オプション

LIST 

必須項目

(1) リストすべきカクログやファイルの修飾名

オプション

(1) 

る

ァ

す

フ
属

や

従

グ

に

ロ
グ

ク
ロ

カ
ク

の

ヵ

て

た

ペ
れ

す

さ

る

定

す

指

属
従

合

に

場

グ
の

ロ

/

L

ク

L

ヵ

｀
．
~
．
、

Y

Y

A

た

L

L

S

れ

L

N

u

O

O

さ

A

O

B

あ

定

Oo

ー

で

指

れ

/

L

さ

T

L

合

ト

P

A

場

ス

は

の

リ

゜
値

L

が

T
 s

 

1

定

L

ル

L

既

A

イ

ONLYが指定された場合は，そのカクログの直下のカクログやファイ

ルのみがリストされる。ファイルを指定した場合は，そのファイルのみが

リストされる。

BUSYを指定すれば， ビジーファイルだけがリストされる。

(2) 

゜
る

。

れ

い

さ
な

ト

れ

ス
さ

リ
・‘゚

ト

カ
ス

ト

リ

ン

は

テ
ト

ス
ン

ク

テ

エ
ス

の

ク

ル
エ

イ

／

の

ァ

』

9

ー

ル

フ

M

E

。

イ

の

R

L

N

る

ァ

て

O

L

0

あ

フ

ペ

N

A

z

で

，

す

-

V

ー

は

，
は

M
 

/

R

き

0

と

き

s
 

N

の

と

T
 

は

E

の

z
 

直

Z

L

E
 

,~. 
定

O

L

T
 

x
 

E

既

N

A

(3) 
DEV I CE/ 

｛装置名， ．．． 

パッククイプ，パックンリアル番号］ ／ 
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備考(1) 指定したカクログやファイルが，ストラクチャドリムーバプ

ルバック上たあるなら，そのパックは装てんしておかなけれ

ばならない。

指定されたカクログが，ストラクチャドリムーバプルベック

上のカクログやファイルをその下位たもっているなら，パッ

クが装てんされているか否かたかかわらず．それらのカクロ

グやファイルは参照されるだけで，その詳細ゃ，さらにその

下位匠あるカクログやファイルについての情報はリストされ

ない。

例(1) L I ST SALT R I VER 

利用者SALTR IVERのUMC,およびこの利用者のすぺて

のファイル記述ゃカタログがリストされる。ファイルについて

はファイル記述がリストされるのであって， ファイル自身の内

容が出力されるのではないこと匠注意されたい。

(2) LI ST INSTALL, I:, ISTOPT/ONLY/ 

利用者 INSTALLのUMC,およびその直下のカクログやフ

ァイル記述たついての情報がプリントされる。例えば，ファイ

JレINSTALL/SYSA/DETAILのファイル記述は，こ

のファイルがUMCに直属していないので， リストされない。

(3) LI ST K. KI MURA/RMVBL 

ストラクチャドリムーバプルバック上のカクログRMVBL,

およびその下位のすぺてのカクログやファイル記述がリストさ

れる。 RMVBLのあるパックは，装てんしておかなければなら

ない。

(4) LIST K.KIMURA 

利用者K.KIMURAのUMC,およびフィックストマススト

ーレッジ上厄ある下位のファイル記述ゃカクログ匠ついての情

報が出力される。

下位のカクログ RMVBLVCついては，その指標のみが出力さ

れ，その他の情報は出力されない。
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(5) L 1ST K.KIMURA/EXPER-1,LISTOPT/ALL/ 

ファイル EXPER- lのファイル記述匠ついての情報が出

力される。ファイルがノンストラクチャドマスストーレッ．；；

上匠あっても，そのファイル記述はフィックストマスストー

レッジ上たある。 LISTOPT/ALL/は，指定されたの

がファイルなので無視される。

SLOCK ALOCK 

2. 5 

カタログやファ

イルのロック

形式

ON 
SLOCK 修飾カクログまたはファイル名， ｛。FFl 
ALOCK 修飾ファイル名， ［二）

必須項目

(1) S LOCKについては，修飾カクログ名，または修飾ファイル名。

ALOCK Kついては，修飾ファイル名

(2) 次の二つのオプション内の一つ

(a) ON : ロックをセットし，割り当てを制限する。

OFF: ロックをリセットし，割り当て制限を取り除く。

オプション

なし

備考(1) SLOCK (保護ロック）は，ファイルまたはカクログの下位

(/)ファイルの割り当てを， LOCKパーミッジョンをもってい

る利用者，またはこのファイルやカクログの作成者匠限定す

る。

(2) ALOCK (アボートロック）は， LOCKパーミッション

をもつ利用者が， セット／リセットできる。

(3) SLOCKは， LOCKバーミッジョンをもつ利用者が， セッ
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卜／リセットできる。

(4) アポートロックは， RECOVERYバーミッジョンをもつ利

用者がセット／リセットできる。

(5) アホ．、ートロックは，このディレクティプ以外によってもセッ

ト／リセットできる。

(a) IDSファイ Jv, またはABORT/LOCK/指定の行わ

れているファイルた書き出しがあったが，そのジョプが，

ジョプ自身のエラーまたは・ンステム障害により正常に終了

しなかったとき，アボートロックがセットされる。

ABORT/ROLLBACK/ として指定された不完全更

新の保護が失敗したときもアポートロックがセットされる。

また RECOVERYパーミッションをもつ利用者が，ジョ

プ内で MME GEFSYEを出すことたよりセットできる。

(b) RECOVERYパーミッションをもつ利用者のジョプで

MME GEFSYEを出すこと匠より， アホ・ートロックを

リセットできる。ファイル変更ディレクティプでRESET

/ABORT/オプションを指定してもリセットできる。

(6) 保護ロックは， SLOCK ディレクティプか， LOCKバー

ミッションをもつ利用者のジョプでMME GEFSYEを用

いる場合のみセット／リセットが可能である。

例(1) SLOCK CORPORATE$SEPT25, ON 

CORPORATEのUMCに保護ロックかセットされる。これ

により， CORPORATE(!)名をもつ利用者が， LOCKパー

ミッションをもつ利用者以外の全利用者は，このUMCの下位

のファイルにアクセスできなくなる。

(2) ALOCK SAL TR I VER/TWO, OFF 

利用者SALTR IVERのUMCに属する ID SファイルTWO

た対して，アボートロックがリセットされ，アクセス可能にな

る (ID Sファイル作成ディレクティプの例2参照）。
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USERID 

2.6 

利用者の識別

形式

USERID 利用者名＄ログオンパスワード

必須項目

(1) 利用者名とログオンパスワード

オプション

なし

備考(1) USER ID ディレクティプは，二つ以上の利用者のファイル

やカクログを参照するとき必要である。単一利用者の下たカク

ログ化されているファイルやカクログを参照するときは，利用

者名は， USERID ディレクティプではなく$ USERID 

文で指定してもよい。

(2) $ US ER ID文で指定した名前以外の利用者の下匠カクログ

化されているファイルやカクログを参照するときは，その前匠

USERID ディレクティプを指定しなければならない。

二つ以上の USERIDディレクティプが指定されると．最後

(1)ものが有効匹なる。従って，異なった利用者のファイル等に

交互にアクセスする場合は，それぞれv'CUSERID ディレク

ティプを指定し直す必要がある。

(3) ンステムマスクカクログあるいはバックマスクカクログの作成．

変更，抹消， リスト，ディレクティプについては，複数利用者

のカクログが参照されるが， USERIDは不要である。個々

(1)ファイルやカクログを参照するときのみ（特権ジョプであっ

ても） USERIDディレクティプが必要となる。
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CPOS CREL CADD 

2. 7 

カタログの

解放，追加

け，

形式

CROS カクログ名

CREL 

CADD カクログ名

必須項目

(1) 特定のカクログに位置づけを行うために，バスワードと一緒匹，修飾

カクログ名を， CPOSディレクティプの次匠書く。

(2) この位置づけを取り消すためf'CCRELディレクティプを使う。

(3) CADDディレクティプは，既に参照された任意のカクログ名に，ハ

スワードつきの名前をつけ加えるものである。

オプション

なし

備考(1) CPO Sはr 後続のディレクティプで指定するファイルや

カクログの上位のカクログを指定するのに使う。

(2) 一度指定されると， CPOSディレクティプ上のカクログ

名は，ファイルやカクログの作成，変更， リスト，抹消デ

ィレクティプ中のファイルやカクログ名を修飾するの匠用

いられる。

(3) C ADDは，既匹参照された任意の名前に結合するために

用いられる。

(4) カクログ名は，後続の CPOSで置き換えられるか， CAD!

で拡張されるか， CRELで取り消されるまで，修飾子と

して残る。

(5) 特権ディレクティプ，または退避／復元ディレクティプた

よっても修飾子は取り消される。

(6) 暗黙のUMC名（スラッシュ）ではじまるカクログまたは

ファイル名を含んだ他のカクログディレクティプを使用す
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ると， CPOSディレクティプは取り消される。

例(1) COSP SWEETWATER/POWER$GEN4 

FCREAT SUBSTATION 

CCREAT ACCOUNT 

FCREAT ACCOUNT/PROPERTY 

FPURGE WELL$DEEP6 

は，次のものと等価である。

FCREAT SWEETWATER/POWER$GEN4/SUBSTATI0N 

CCREAT SWEETWATER/POWER$GEN4/ACCOUNT 

FCREAT SWEETWATER/POWER$GEN4/ACCOUNT/ 

PROPERTY 

FPURGE SWEETWATER/POWER$GEN4/WELL$DEEP6 

(2) 上の例匠おいて， CRELディレクティプを FPURGEの直前

匠おけば，抹消されるものの名前は修飾されなくなる。また，新

しく

CPOS SWEETWATER/IRRIGATI0N$WETU 

を， FPURGEの直前におけば FPURGEのファイル名は，

次のよう匠なる。

SWEETWATER/IRRIGATI0N$WETU/WELL$DEEP6 

(3) 上の例たおいて， CADD IRRIGATI0N$WETUディレ

クティプを FPURGE ディレクティプの直前匠置けば， FPUR-

GEのファイル名は次のようたなる。

SWEETWATER/POWER$GEN4/IRRIGATION$WETU/ 

WELL$DEEP6 
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間一 i

CPOS,CREL,CADD 

の相違

POWER 
(G邸 4)

／＼  

ACCOUNT i I SUB-¥ 
'・ / l?fA'.τ10Ni ----r一一 ＼ ／ 

／ ＼  

r PRO- 1 

1,PERIY I 

＼／  

SMC SWE回WATER

UMC SWE回 WATER

CIザ品川例（2）ー 2

倒3)

• CPOS SWEETWATER/POWER$GEN4 

鰍1) なし

{9!J(2)-l CREL （前の CPOSを消す）

例（2)-2 CPOS SWEETWATER/IRRIGATION$WETU 

（新しいCPOSVC霞き換える）

例（3) CADD IRRIGATION$WETU 

（前の CPO SVC新たにカタログ修飾を追加する）

• FPURGE WEL L$DEEP 6 

前記倒（1)-{91J(3）を図示すると国一 iのよう Kなる。

それぞれの違いを此識されたい。
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付録3. ACOSのファイル用語集（第3回まてのもの）

用 語

ア 1

R.c.w 

A.F.T 

S* 

s.c 

S.M.C 

SY** 

F R C 

L.B.C 

項目番号 用 語 項目番号

IIー I)① Iク 1直接編成 IIー 1)②

I -4) テ ン ポ ラ リ イ ・ フ ァ イ ル IT-2) 

]Iー 3) I デーク・ファイル II -l)③ 

I -l)③ T.S.E. I -4) 

I -l)① IIナ Iニユーファイル Irrー 2)①

I -4} Iノ、バーミッション i二：｝②
rr -L)① パスワード I-3)① 

皿ー 1)①

L リンク， リンク II -3) 

オールドファイル III-2)① 

カ Iカレントファイル IIIー 2)①

クイック．アクセス．ファイル

コレククファイル

I - l)④ 

11I―l)① 

]Iー 2)①

コース・インデックス IIT-1)③ 

サ I索引順編成 /][-t)③

識 別子II -2)① 
I -4) 

｀ンステム・ファイル Irrー 3)

C • R • B • S 

修 飾

J .C.L. 

J. I.S. コ

順 編

* S R C 

①

①

 

ヽ
J

)

、J

3

1

2

 

―
―
―
 

I
I
I
I
I
 

ド

成

B.C.D. コ

B.c.w. 

ファイル記述 II - l)④ 

ファイル

ファイル

B* 

コード IITー 3)

編 成 III-1)

ファインインデックス IIT-1)③

プロック制御語 III―l)① 

ページサイ

①
 

ヽJ

ヽ
ー
’
ヽ
ノ

3

1

3

 

―
―
―
 

I

n

n

 

ド

ボ

Ill―l)① IIヤ

名 II -2)② 

Ill―l)② IIラ Iラ

イ ン

u.s.T 

U.M.C 

ベ

ズ IIT-l)③ 

ク IIT-1)③

I -4) 

I - l)② 

Jレ IIl-1)①

レ コ ー デ ィ ン グ モ ー ド Irr―l)① 

レコード制御語 Irr-1)① 
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